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(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】拡張可能な電源を提供する。
【解決手段】電力を生成するエンジンコンポーネント４
７０に電気的に接続される制御装置Ｃを含むとともに、
選択された電力出力を提供するために制御装置Ｃを複数
の補助電源又は複数のタイプの補助電源に電気的に接続
するモジュラコネクタを含む。
【選択図】図４
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【実用新案登録請求の範囲】
【請求項１】
　電力を生成するように構成されるエンジンコンポーネントと、
　前記エンジンコンポーネントと通信するとともに、前記エンジンコンポーネントから電
力を受け取る電力制御装置と、
　前記エンジンコンポーネント、及び前記電力制御装置を包含する筐体と、
　モジュラコネクタにより前記電力制御装置に電気的に接続される補助電源であって、前
記モジュラコネクタが当該補助電源から前記電力制御装置に電力を伝送するように構成さ
れる電力接続部を含む、前記補助電源とを備え、
　前記モジュラコネクタが、前記補助電源から前記電力制御装置に識別情報を提供するよ
うに構成される識別アセンブリを更に含み、前記電力制御装置が、選択された電流出力又
は電圧出力を生成するために、前記エンジンコンポーネント及び前記補助電源からの電力
を制御する、電源。
【請求項２】
　前記補助電源がバッテリである、請求項１に記載の電源。
【請求項３】
　前記電力制御装置が、前記バッテリを再充電するために前記エンジンコンポーネントか
ら前記バッテリに電力を送り得る、請求項２に記載の電源。
【請求項４】
　前記識別アセンブリが、前記電力制御装置に接続された前記バッテリのタイプを検出す
るように構成されるセンサを含む、請求項２に記載の電源。
【請求項５】
　前記モジュラコネクタによって前記電力制御装置に接続可能な第２の補助電源を更に備
え、前記電力制御装置が、前記選択された電流出力又は電圧出力を生成するために、前記
エンジンコンポーネント、前記補助電源、及び前記第２の補助電源からの電力を制御する
、請求項１に記載の電源。
【請求項６】
　前記電力制御装置と通信する温度センサを更に備え、前記筐体及び前記補助電源が流体
接続され、前記筐体と前記補助電源との間の熱伝達流体の循環を可能にし、前記電力制御
装置が、前記温度センサからのフィードバックに基づいて前記熱伝達流体を選択的に循環
させる、請求項１に記載の電源。
【請求項７】
　前記温度センサが前記補助電源の内部の温度を測定する、請求項６に記載の電源。
【請求項８】
　前記温度センサが周囲温度を測定する、請求項６に記載の電源。
【請求項９】
　前記電力制御装置に接続されたファンを更に備え、前記電力制御装置が、前記補助電源
を通して前記熱伝達流体をポンプで送り込むように前記ファンを選択的に操作する、請求
項６に記載の電源。
【請求項１０】
　前記ファンが前記筐体の内部に実装されるとともに、導管が前記ファンを前記補助電源
に流体接続する、請求項９に記載の電源。
【請求項１１】
　前記モジュラコネクタが、前記筐体の内部に収容されるとともに、第１の受容器及び第
２の受容器を含む、請求項１に記載の電源。
【請求項１２】
　前記第１の受容器が前記第２の受容器とは異なる方向に方向付けられる、請求項１１に
記載の電源。
【請求項１３】
　前記識別アセンブリが、前記第１の受容器と関連付けられた第１のセンサと、前記第２



(3) JP 3201568 U 2015.12.17

10

20

30

40

50

の受容器と関連付けられた第２のセンサとを含み、前記第１の受容器が第１のバッテリプ
ロファイルに適合し、前記第２の受容器が第２のバッテリプロファイルに適合し、前記補
助電源が、前記第１の受容器及び前記第２の受容器のうちの１つに適合するプロファイル
を有するバッテリであり、適切な前記第１の受容器又は前記第２の受容器の内部への前記
バッテリの取り付けにより、前記識別アセンブリが、前記第１のセンサ又は前記第２のセ
ンサの活性化に基づいて、前記電力制御装置に対して前記バッテリのタイプを識別する、
請求項１１に記載の電源。
【請求項１４】
　前記第１のセンサが圧力スイッチであり、前記第２のセンサが圧力スイッチである、請
求項１３に記載の電源。
【請求項１５】
　前記モジュラコネクタが、前記筐体の壁上に形成されるとともに、前記補助電源上の対
応するコネクタと対になるコネクタを含み、
　前記補助電源がユニットとして前記筐体と一緒に移動するように、前記補助電源が前記
筐体に取り付けられ、
　前記コネクタが、それぞれ、前記筐体に対する前記補助電源の取り付け部品上で相互に
導電的に結合する電力リード線及び感知リード線を有する、請求項１に記載の電源。
【請求項１６】
　第２の補助電源であって、前記筐体、前記補助電源、及び当該第２の補助電源がユニッ
トとして移動するように、前記筐体及び前記補助電源のうちの少なくとも１つに取り付け
可能な前記第２の補助電源と、前記第２の補助電源を前記電力制御装置に電気的に接続す
るように構成される第２のモジュラコネクタであって、前記第２の補助電源に関する識別
情報を前記電力制御装置に伝送するように構成される識別アセンブリを同様に含む前記第
２のモジュラコネクタとを更に備える、請求項１５に記載の電源。
【請求項１７】
　前記補助電源がファスナによって前記筐体に取り付けられる、請求項１に記載の電源。
【請求項１８】
　電力を生成するエンジンコンポーネントに電気的に接続されている制御装置と、
　前記制御装置を補助電源コンポーネントに電気的に接続するモジュラコネクタとを備え
、
　前記制御装置が、選択された電力出力を提供するために、前記エンジンコンポーネント
及び前記補助電源コンポーネントからの電力を合成し、
　前記選択された電力出力が、前記補助電源コンポーネントの中の複数のタイプの補助電
源のうちの少なくとも１つを接続することにより、又は前記補助電源コンポーネントの中
の複数の補助電源を同時に接続することにより、拡張可能である、電源。
【請求項１９】
　拡張可能な当該電源に取り付けられ、前記制御装置が前記選択された電力出力を供給す
る器具を更に備える、請求項１８に記載の電源。
【請求項２０】
　前記器具が、溶接用トーチ、プラズマカッタ、はんだごて、ろう付けトーチ、超音波加
工用工具、及びレーザから成るグループの中から選択される、請求項１９に記載の電源。
【請求項２１】
　電力を生成するように構成されるとともに、ラジエータ及びファンを含むエンジンコン
ポーネントであって、熱伝達流体が当該エンジンコンポーネントに操作可能に取り付けら
れたポンプにより前記ラジエータを通して循環され、前記ファンが当該エンジンコンポー
ネントにより駆動される前記エンジンコンポーネントと、
　前記エンジンコンポーネント、前記ポンプ、及び前記ファンと通信するとともに、前記
エンジンコンポーネントから電力を受け取る制御装置と、
　前記エンジンコンポーネント、及び前記制御装置を包含する筐体であって、少なくとも
１つの補助電源を受容するように構成される受容器を含む前記筐体と、
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　前記筐体上のモジュラコネクタであって、前記少なくとも１つの補助電源から前記制御
装置に電力を伝送するように構成される電力接続部を含む前記モジュラコネクタとを備え
、
　前記モジュラコネクタが、前記少なくとも１つの補助電源から前記制御装置に識別情報
を提供するように構成される識別アセンブリを更に含み、前記識別情報が、前記少なくと
も１つの補助電源の、補助電源タイプ、電流、電圧、又は電力容量のうちの少なくとも１
つ、及び貯蔵容量を含み、
　前記制御装置が、前記識別情報に基づいて選択された電流出力又は電圧出力を生成する
ために、前記エンジンコンポーネント及び前記補助電源からの電力を制御する、電源。
【請求項２２】
　前記筐体とセンシング通信する温度センサであって、前記制御装置に筐体温度を提供す
るために前記制御装置に接続される前記温度センサを更に備え、
　前記制御装置が、複数のタイプの補助電源のための温度プロファイルを格納するメモリ
を含み、前記識別情報が、前記制御装置に接続された補助電源の前記タイプを識別し、前
記制御装置が、前記制御装置に接続された補助電源の前記タイプのための温度プロファイ
ルに基づいて選択されたレベルで前記筐体を維持するために、前記エンジンコンポーネン
ト、前記ファン、及び前記ポンプのうちの少なくとも１つの動作を制御する、請求項２１
に記載の電源。
【請求項２３】
　前記制御装置に接続された補助電源の数又はタイプに基づいて拡張可能な電力を提供す
るために、前記モジュラコネクタが、複数の補助電源を前記制御装置に接続するように構
成される、請求項２１に記載の電源。
【考案の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本考案は、一般に、エンジンコンポーネント、及び拡張可能な補助電源コンポーネント
を有する電源に関する。
【考案の概要】
【課題を解決するための手段】
【０００２】
　本考案は、一般に、電力を生成するエンジンコンポーネントに電気的に接続される制御
装置を含むとともに、選択された電力出力を提供するために制御装置を複数の補助電源又
は複数のタイプの補助電源に電気的に接続するモジュラコネクタを含む拡張可能な電源を
提供する。考案の更なる態様によれば、電源は、器具に接続されており、器具に選択され
た電力を供給する。考案の別の態様によれば、器具は、溶接用トーチ又はプラズマカッタ
である。
【０００３】
　本考案は、電力を生成するように構成されるエンジンコンポーネントと、前記エンジン
コンポーネントと通信するとともに、前記エンジンコンポーネントから電力を受け取る電
力制御装置と、前記エンジンコンポーネント、及び前記電力制御装置を包含する筐体と、
モジュラコネクタにより前記電力制御装置に電気的に接続される補助電源であって、前記
モジュラコネクタが当該補助電源から前記電力制御装置に電力を伝送するように構成され
る電力接続部を含む、前記補助電源とを備え、前記モジュラコネクタが、前記補助電源か
ら前記電力制御装置に識別情報を提供するように構成される識別アセンブリを更に含み、
前記電力制御装置が、選択された電流出力又は電圧出力を生成するために、前記エンジン
コンポーネント及び前記補助電源からの電力を制御する、電源を更に提供する。
【０００４】
　本考案は、電力を生成するように構成されるとともに、ラジエータ及びファンを含むエ
ンジンコンポーネントであって、熱伝達流体が当該エンジンコンポーネントに操作可能に
取り付けられたポンプにより前記ラジエータを通して循環され、前記ファンが当該エンジ
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ンコンポーネントにより駆動される前記エンジンコンポーネントと、前記エンジンコンポ
ーネント、前記ポンプ、及び前記ファンと通信するとともに、前記エンジンコンポーネン
トから電力を受け取る制御装置と、前記エンジンコンポーネント、及び前記制御装置を包
含する筐体であって、少なくとも１つの補助電源を受容するように構成される受容器を含
む前記筐体と、前記筐体上のモジュラコネクタであって、前記少なくとも１つの補助電源
から前記制御装置に電力を伝送するように構成される電力接続部を含む前記モジュラコネ
クタとを備え、前記モジュラコネクタが、前記少なくとも１つの補助電源から前記制御装
置に識別情報を提供するように構成される識別アセンブリを更に含み、前記識別情報が、
前記少なくとも１つの補助電源の、補助電源タイプ、電流、電圧、又は電力容量のうちの
少なくとも１つ、及び貯蔵容量を含み、前記制御装置が、前記識別情報に基づいて選択さ
れた電流出力又は電圧出力を生成するために、前記エンジンコンポーネント及び前記補助
電源からの電力を制御する、電源を更に提供する。
【図面の簡単な説明】
【０００５】
【図１】本考案によるハイブリッド電源の部分的な概略図である。
【図２】本考案によるハイブリッド電源の構成図である。
【図３】本考案の別の実施例によるハイブリッド電源の構成図である。
【図４】モジュラ補助電源の接続の詳細を示す本考案によるハイブリッド電源の部分的な
概略図である。
【図５】拡張可能な電源の一実施例を示す図である。
【図６】拡張可能な電源の一実施例を示す図である。
【図７】拡張可能な電源の一実施例を示す図である。
【考案を実施するための形態】
【０００６】
　下記の説明及び添付された図面は、権利請求された主題の特定の実例となる態様を詳細
に説明する。しかしながら、これらの態様は、技術革新の原理が使用されるかもしれない
様々な方法のうちのほんの２、３を表しており、権利請求された主題は、そのような態様
の全て、及びそれらの等価物を含むことを意図している。権利請求された主題の他の利点
及び新奇な特徴は、図面とともに考察された場合に、技術革新の下記の詳細な説明から明
白になるであろう。
【０００７】
　ここで使用されるように、“上方に（above）”、“下方に（below）”、“上側の（up
per）”、“下側の（lower）”、“内側の（inner）”、“外側の（outer）”、“右側の
（right）”、“左側の（left）”、“垂直の（vertical）”、“水平の（horizontal）
”、“最上部の（top）”、“最下部の（bottom）”、“上向きの（upward）”、“下向
きの（downward）”、“横方向に（laterally）”、“直立した（upstanding）”などの
ような空間的に方向付ける用語は、添付図面の方向で示された又は添付図面の方向に従っ
た態様のそれぞれの位置を参照することができる。“内側に向けて（inward）”は、一般
に、物体に対して離れたポイントから物体の中心に向かう方向であることを意図しており
、“外側に向けて（outward）”は、一般に、物体における内部のポイントから物体に対
して離れたポイントに向かう方向であることを意図している。そのような用語は、図面を
説明する際の明瞭化の目的のために使用されるとともに、位置、方向、視点、構成などに
関して、排他的である、包括的である、又はそうでなければ限定すると解釈されるべきで
ない。
【０００８】
　ここで、表示が、好ましい実施例のみを例示する目的であり、実施例を限定する目的で
はない図１及び図２を参照すると、電源を含む電気アーク溶接機が例示される。本考案の
電源は、全部ではないが、エンジン溶接機、プラズマカッタ、発電機などに現在使用され
ている大部分の電源の代用にされることができる。これらは、電流を生成する発電機を動
かすために使用される、ガソリンを動力とする（gasoline　powered）エンジン、又はデ
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ィーゼルを動力とする（diesel　powered）エンジンにより動力を供給される。この電流
は、溶接用トーチ、プラズマカッタ、はんだごて、ろう付けトーチ、超音波加工用工具、
及びレーザのような器具Ｉ（図６）を接続することにより、多くのアプリケーションにお
いて使用され得る。
【０００９】
　例えば、器具Ｉが溶接用トーチである場合に、電流は、溶接手順の間に電気アークを形
成するために使用される。エンジン溶接機に使用されるエンジン及び発電機のサイズは、
エンジン溶接機の最大電力定格によって決まる。従来のエンジン溶接機に使用されるエン
ジン及び発電機は、特定の溶接作業のデューティサイクルのタイプにかかわりなく、いつ
でもエンジン溶接機の最大電力定格を供給するのに十分な大きさのものでなければならな
い。その結果、高電力定格を有するこれらの過去のエンジン溶接機は、エンジン溶接機の
ための定格電力を生成するために、大きなエンジン及び発電機を含んでいた。本考案の電
源は、現在必要とされる大きなエンジン及び発電機を使用しなくても電気アーク溶接機に
大きな電力定格を提供するように設計されている。
【００１０】
　本考案の電源は、電気アークに必要とされる電力を供給するために、２つの異なる電源
を利用する。一方の電源は、再充電可能なバッテリ電源である。もう一方の電源は、通常
はエンジン駆動の発電機である。本考案のこの実施例を説明する目的のために、電源は２
つの電源のみを含むが、しかしながら、追加の電源が使用されることができるということ
が認識されることができる。さらに、エンジン駆動の発電機がこの特定の実施例において
使用されるが、しかしながら、他の非バッテリ電源又は追加の非バッテリ電源が使用され
ることができるということが認識されるであろう。論じられた溶接の実例において、電源
は、中位の又は重い負荷（duty）の溶接機に電力を供給するために、少なくとも約１００
アンペアの出力定格を有するように設計されている。他の選択された出力定格が、他のア
プリケーション、又は、電源に接続された器具の数若しくはタイプに適しているかもしれ
ない。
【００１１】
　様々な電気回路図が、本考案を実施するために使用されることができるが、しかしなが
ら、一実施例が図１において例示される。溶接機Ａの非バッテリ電源は、複数の出力巻線
１０２、１０４、１０６を有する発電機１００である。発電機によって生成されたＡＣ電
流は、ゲートリード線１１２ａ、１１４ａ、１１６ａによって制御されるＳＣＲ１１２、
１１４、１１６の３つのセットを有する線周波数切り替えネットワークを含む整流器ブリ
ッジ１１０により整流される。
【００１２】
　整流電流は、バッテリ１４０の充電を監視するとともに制御するために使用されるバッ
テリ充電レギュレータ１２０まで導かれる。バッテリ充電レギュレータは、どのくらいの
電流がバッテリに流入しているか、及び／又はどのくらいの電流がバッテリから流出して
いるかを判定するために、配線１３２、１３４を通して、バッテリ電流フィードバックセ
ンサ１３０からの信号を受け取る。バッテリ電流フィードバックセンサ１３０は、バッテ
リへの電流の流れ、及びバッテリからの電流の流れを監視するように概して設計されてい
る。バッテリ電流フィードバックセンサがバッテリからの電流の流出を感知する場合に、
バッテリ電流フィードバックセンサは、バッテリが電極Ｅと工作物Ｗとの間に電気アーク
を形成するために現在電流を供給しているという信号を、バッテリ充電レギュレータに送
信することになる。バッテリ充電レギュレータは、バッテリが電気アークに電流を供給し
ている間、バッテリを充電することが発生しないように設計されることができる。バッテ
リが電気アークに電流を供給していない場合、バッテリ充電レギュレータは、バッテリを
再充電するために、整流電流を発電機からバッテリまで導くように設計されることができ
る。認識されることができるように、電気アークが生成されている時、発電機からの電流
は電極Ｅまで導かれることができる。同様に認識されることができるように、電気アーク
が生成されている時でさえ、発電機からの電流はバッテリまで導かれることができる。バ
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ッテリ充電レギュレータは、配線１２２、１２４を通して、バッテリの充電レベルに関す
る情報を監視するか、又は受け取り、十分な充電を維持するために、バッテリに対する電
流を調整するように設計されることができる。
【００１３】
　図１において示されるように、バッテリ１４０からの電流は、溶接電流の所望の波形を
生成するために使用されるチョッパ１５０まで導かれる。チョッパは、標準キャパシタ１
５２、ダイオード１５４、及び配線１６２を通して溶接出力制御部１６０により制御され
るスイッチ１５６を含む。溶接出力制御部１６０は、配線１７２、１７４を通して電流セ
ンサ１７０から受け取られた電流情報、及び／又は配線１８０、１８２を通して受け取ら
れた電圧信号に基づいてチョッパを制御するために使用される。チョーク１９０の形式の
ＤＣフィルタは、溶接電流のための所望の波形を獲得する際に容易にするように、溶接電
流を滑らかにするために使用される。
【００１４】
　本考案の一実施例の動作は、図２の構成図により例示される。図２において例示される
ように、エンジン２００は、駆動軸２０２を介して発電機２１０を駆動する。発電機は、
整流器充電レギュレータ２２０により整流されるＡＣ電流を生成する。図２において例示
されるように、発電機２１０は、同様に、電力をＡＣ電流のための補助電力出力２６０に
供給し得る。さらに、発電機２１０からのＡＣ電流は、整流されて、図示されない補助Ｄ
Ｃ電力出力まで部分的に導かれることができる。フィードバック信号２３２が、バッテリ
は充電される必要があるか、及び／又はバッテリは充電されることに利用可能であるとい
うことを示す場合に、整流器充電レギュレータ２２０からのＤＣ電流は、バッテリを充電
するためにバッテリシステム２３０に導かれ得る。バッテリシステム２３０のバッテリか
ら供給されたＤＣ電流は、アーク溶接処理の間所望の電流波形を形成するために使用され
るチョッパモジュール溶接出力部２４０に導かれる。整流器充電レギュレータ２２０から
のＤＣ電流は、同様に、チョッパモジュール溶接出力部２４０に直接的に供給され得る。
したがって、整流器充電レギュレータ２２０からのＤＣ電流は、単にバッテリシステム２
３０を充電するために使用されることができるか、又はバッテリシステム２３０を充電す
るとともに、チョッパモジュール溶接出力部２４０に電流を供給する両方のために使用さ
れることができる。
【００１５】
　エンジン制御システム２７０は、エンジン２００の動作を制御するために提供される。
エンジン制御システムは、バッテリシステムから、配線２７２を通して、バッテリシステ
ムに関する充電を表している信号を受信する。バッテリシステムが十分に充電されている
場合に、エンジン制御システムは、エンジン２００を減速するか、又はエンジン２００を
停止（turn　off）する。バッテリシステムが十分に充電されるより少ないか、及び／又
はバッテリシステムが所定の充電レベルを下回っている場合に、エンジン制御システムは
、エンジンを加速させるか、及び／又はエンジンを作動（turn　on）させる。
【００１６】
　配線２５４を通して受け取られた出力電流情報に基づいて、溶接制御部２５０は、信号
２５２によってチョッパモジュール溶接出力部２４０を制御する。図２は、同様に、溶接
制御部２５０が、バッテリシステム２３０からチョッパモジュール溶接出力部２４０まで
導かれたＤＣ電流から、電圧情報を追加として受け取ることができる、ということを例示
する。チョッパモジュール溶接出力部２４０からのＤＣ電流は、溶接アークを形成するた
めに使用されるＤＣ電流を滑らかにするために、ＤＣフィルタチョーク２６０に導かれる
。
【００１７】
　開回路検出器２８０は、溶接作業の間、アークが電極と工作物との間で形成されている
か、又はアークが電極と工作物との間で形成されようとしているかどうかを判定するため
に提供される。開回路検出器２８０がアークを検出しない場合、開回路検出器は、チョッ
パモジュール溶接出力部２４０を停止させ、それによりバッテリシステムからの電力の流
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出を減少させる。限定されない一設計において、工作物と電極との間の電圧レベルは、ア
ークの電流状態（current　state）を判定するために監視される。
【００１８】
　図２において例示されるように、溶接出力まで導かれる電流の全ては、バッテリシステ
ム２３０によって供給される。バッテリシステム２３０が溶接出力２９０に全電流を供給
するためには、バッテリシステムのサイズは、溶接機の最大電力定格を十分な期間の間供
給することができる適正なアンペア時間の大きさを有するように選択される。概して、大
部分の手動のスティック溶接（stick　welding）のためのデューティサイクルは、約２０
～４０％である。その結果、約１０分の期間の間に、電気アークはわずか２～４分の間だ
け生成される。バッテリシステム２３０のサイズ及びアンペア定格は、アーク溶接処理の
間に適切な電気アークを得るために、このデューティサイクルの間に電気アークに電力の
全量を少なくとも供給するのに十分であるかもしれない。その代りに、発電機及びバッテ
リからの電力が、デューティサイクルの間に十分な電力を電気アークに供給するために、
並行して印加され得る。電気アークが生成されない時間の間、整流器充電レギュレータ２
２０は、消耗したバッテリシステムを再充電するために、バッテリシステム２３０にＤＣ
電流を導く。概して、バッテリのアンペア時間の大きさは、少なくとも約１分の間、そし
て概して約５～４５分の間溶接機の最大溶接出力定格に対するアーク溶接要件を提供する
ように、選択される。下記で示される代わりの実施例において、電力制御装置は、所定の
アプリケーションのために必要とされる電流出力、電圧出力、又は電力出力を提供するた
めに、エンジンコンポーネントからの電力とバッテリのような補助電源からの電力を結合
する。
【００１９】
　電源の設計及び動作から認識されることができるように、エンジン２００及び発電機２
１０のサイズは、溶接機の最大溶接出力定格を提供するように寸法決定される必要がない
。エンジン２００及び発電機２１０のサイズは、電気アークを形成している時にバッテリ
が部分的に放電されたあとでバッテリを適切に再充電するために、十分な電流をバッテリ
システム２３０のバッテリに供給するように十分に寸法決定されるだけで良い。例えば、
もし溶接機の最大溶接出力定格が１０ｋＷの電力であるとともに、溶接作業のための最大
の平均デューティサイクルが４０％であるならば、この多量の電流は溶接機のための特定
のデューティサイクルの間にバッテリシステムにより放電されているだけであるので、エ
ンジン及び発電機は、最大溶接出力定格の４０％を供給するための十分な電流を生成する
だけで良い。その結果、エンジンのサイズ及び発電機のサイズは、本考案の電源を使うこ
とによって著しく削減されることができる。本考案の別の態様によれば、電源の電力出力
は、制御装置に接続されるバッテリのタイプ又は数を変更することによって、増やされ得
るか、若しくは減らされ得るか、又はそうでなければ変えられ得る。より小さいエンジン
及び発電機を使用することに関連付けられる費用節約に加えて、電気アークの形成の間に
バッテリが部分的に放電されたあとで、大部分の電流がバッテリを再充電するために使用
されるので、発電機により生成された電流の使用に対する効率の定格は著しく増加する。
従来は、デューティサイクルが約２０～４０％であった場合に、発電機により生成された
電流の２０～４０％だけが溶接作業において使用された。エネルギー使用効率の増加に加
えて、より小さなエンジンが電源に動力を供給するために必要とされるので、溶接機の最
大溶接出力定格を満たすための十分な電力を供給するのに必要とされるモータのサイズは
減少する。電源の別の利点は、エンジン２００及び発電機２１０を動かさなくても溶接電
流を生成するための溶接機の能力である。バッテリシステム２３０が十分に充電されてい
る場合に、バッテリシステムは、特定の期間の間溶接アーク要件を提供するための十分な
アンペア時間の大きさを有している。その結果、溶接機は、エンジンを動力源とした溶接
機の運転がノイズ及び／又はエンジン排気問題のために容認できない場所で使用されるこ
とができる。
【００２０】
　ここで、図３を参照すると、バッテリシステム、及び燃料電池システム、発電機、電力
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供給網（electric　power　grid）、及び／又は同様のもののような非バッテリシステム
により電力を供給される溶接機が例示される。非バッテリシステムとして複数の燃料電池
が使用される場合に、燃料電池は概して一緒に積み重ねられる。燃料電池システムの電圧
を増加させるために、降圧回路（buck　circuit）及び／又は昇降圧回路（boost-buck　c
ircuit）が提供され得る。あらゆる数の燃料電池タイプが使用されることができる。概し
て、プロトン交換膜燃料電池（proton　exchange　membrane　fuel　cell）が使用され得
るが、しかしながら、これは必須ではない。電力供給網が非バッテリ電源として使用され
る場合に、電力供給網は、概してローカル又は局地的な送電網システムにより電力を供給
されるコンセント（electric　outlet）又はプラグである。発電機が非バッテリ電源とし
て使用される場合に、図２に関して上記で示されたように、発電機は、概してエンジンを
動力源とした発電機であるが、しかしながら、これは必須ではない。認識されることがで
きるように、１つより多いタイプの非バッテリ電源が電流を溶接機に供給するために使用
されることができる。
【００２１】
　溶接機のバッテリ電源は、電気的及び機械的エネルギーストレージ３１０として例示さ
れる。概して、電気的及び機械的エネルギーストレージシステムは、１つ又は複数の充電
式バッテリで構成されるが、しかしながら、電気的及び機械的エネルギーストレージシス
テムは、キャパシタ、インダクタ、及び／若しくはフライホイール（flywheel）を含み得
るか、又はその代りに、キャパシタ、インダクタ、及び／若しくはフライホイールであり
得る。電気的及び機械的エネルギーストレージ３１０に接続されているのは電力変換回路
３２０である。電力変換回路３２０は、ＡＣ電流とＤＣ電流との間で電力を変換する。認
識されることができるように、もし電気的及び機械的エネルギーストレージ３１０が主に
充電式バッテリから構成されるならば、電力変換回路３２０は除去されるであろう。燃料
電池電力供給網及び／又は電気的及び機械的エネルギーストレージから流出する電流は、
電力変換回路３３０に導かれる。電力変換回路３２０と同様に、電力変換回路３３０は、
ＤＣ電源からＡＣ電源に電流を変換する。もしＤＣ電流がインバータチョッパ回路３５０
に導かれるべきであるならば、電力変換回路３２０が除去されることができるということ
が認識されることができる。図３において示されるように、溶接機は、様々なタイプの溶
接機に接続される装置に電力を供給するために使用されることができる補助電気出力３６
０を含むことができる。補助インバータ３４０は、ＤＣ電流からＡＣ電流に電流を変更す
るか、及び／又は線路電圧の電圧レベルを補助電気出力３６０に送られるべき１２０及び
／又は２４０ＶＡＣの線路電圧源になるように変更するために使用されることができる。
【００２２】
　制御システム３８０は、非バッテリ電源３００の動作、又は非バッテリ電源３００によ
り提供される電流を制御するために提供される。制御システムは、電気的及び機械的エネ
ルギーストレージシステムから、配線３８２を通して、電気的及び機械的エネルギースト
レージシステムの充電レベル又はエネルギーレベルを表す信号を受け取る。電気的及び機
械的エネルギーストレージシステムが十分に充電される場合に、制御システムは、発電機
若しくは燃料電池を減速するか若しくは停止し、及び／又は、溶接機から電力網を外す。
電気的及び機械的エネルギーストレージシステムが十分な充電に満たないか、及び／又は
事前に定義された充電レベルを下回っている場合、制御システムは、燃料電池又は発電機
を作動させるか、及び／又は更に多くの電流を生成させるか、及び／又は電力網を溶接機
と再度結合させる。
【００２３】
　電力変換回路３３０から流出する電流は、電気アークの電流波形を形成するために使用
されるインバータチョッパ回路３５０に導かれる。インバータチョッパ回路３５０からの
電流波形は、工作物上に溶接ビードを形成する際の使用のために溶接機出力３７０まで導
かれる。
【００２４】
　開回路検出器３９０は、溶接作業の間、アークが電極と工作物との間で形成されている
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か、又はアークが電極と工作物との間で形成されようとしているかどうかを判定するため
に提供される。開回路検出器３９０がアークを検出しない場合、開回路検出器は、インバ
ータチョッパ回路３５０を停止させ、それにより非バッテリ電力システムからの電力の流
出を減少させる。限定されない一設計において、工作物と電極との間の電圧レベルは、ア
ークの電流状態（current　state）を判定するために監視される。
【００２５】
　図３において例示される溶接システムの限定されない構成において、電気的及び機械的
エネルギーストレージ３１０は、溶接ビードを形成するために電気アークが電極と工作物
との間で形成される場合に、溶接機のピークエネルギー要求を提供するように設計される
。燃料電池は、電気アークが溶接機により生成されていない時間の間に電気的及び機械的
エネルギーストレージ３１０を再充電するために、ある期間にわたって十分な量の電力を
生成するように、寸法決定されるとともに設計される。
【００２６】
　一実施例において、電源１００は、エンジンコンポーネントと、選択された電力出力、
電流出力、又は電圧出力を供給するために電力制御装置Ｃにつながる補助電源コンポーネ
ント４００とを含む。補助電源コンポーネント４００は、１つ又は複数の補助電源４０５
を含む。補助電源４０５は、バッテリ、燃料電池、キャパシタ、フライホイールなどであ
り得る。電源１００は、代替電源のタイプを変えるために容易に置き換えられるか、又は
、所望の出力又は他の特性を達成するために補助電源を追加するか若しくは取り去るよう
にモジュール式の接続性を提供する、補助電源コンポーネントを提供することによって、
拡張可能な状態にされる。例えば、補助電源はバッテリであり得る。バッテリは、ニッケ
ル水素電池（NiMH）、ニッケルカドミウム電池（NiCd）、リチウムイオン電池（Li-ion）
、リチウムポリマ電池（Li-polymer）、鉛蓄電池（lead　acid）などを含むがそれに限定
されない、選択された電流出力、電圧出力、又は電力出力を提供するあらゆる商業上利用
可能なバッテリ又は特別注文のバッテリであり得る。本考案によれば、電源は、第１の出
力を提供する第１のタイプの第１のバッテリを提供され得る。電源の全体の出力を変更す
るために、所望の出力を達成するように、異なる出力を有する第２のバッテリが、第１の
バッテリの代用にされ得るか、又は第１のバッテリと一緒に（in　tandem　with）制御装
置Ｃに接続され得る。同様に、同じ出力を維持しながら、異なるタイプのバッテリに置き
換えるか、又は異なるタイプのバッテリを追加することが望ましいかもしれない。例えば
、異なるタイプのバッテリは、異なるバッテリタイプに固有の最適な放電容量／放電率、
又は貯蔵容量／貯蔵率を利用することが望ましいかもしれない。例えば、異なるタイプの
バッテリは、温度によって異なって反応する。したがって、周囲温度に応じて、１つのタ
イプのバッテリは、別のものより優れた放電容量／貯蔵容量を提供し得る。異なるタイプ
のバッテリの接続、又はバッテリの組み合わせの柔軟性を促進するために、補助電源は、
下記で説明されるモジュラコネクタ５００の一部分を少なくとも含む補助電源筐体を含む
。補助電源コンポーネントは、参照符号４２５によって一般に示される補助電源識別アセ
ンブリを含む。識別アセンブリ４２５は、電流、電圧、若しくは電力容量のうちの少なく
とも１つ、貯蔵容量、又はシステムに接続されたエネルギー源のタイプを含んでいる、補
助電源コンポーネント４００の特性を含む識別情報をメインの電力制御装置Ｃに提供する
。識別アセンブリ４２５は、補助電源のタイプ若しくは特性、又はエネルギー源を識別す
るためにエネルギー源から供給された信号を検出する識別センサ４３０、あるいは、シス
テムに対するエネルギー源の物理的な接続によってエネルギー源を識別する機械システム
を含み得る。
【００２７】
　識別アセンブリ４２５は、制御装置Ｃに接続されるとともに、例えばバッテリ、燃料電
池などの電源のタイプ、電源に対する動作特性、及び期待される出力を含むがそれに限定
されない、補助電源４０５に関する様々な情報を提供する。識別情報は、同様に、接続さ
れている特定のタイプの電源を識別し得る。例えば、バッテリを再検討する中で、ニッケ
ルカドミウム（NiCd）バッテリは、リチウムイオン（Lithium-ion）バッテリ又は他の化
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学合成品と区別され得る。その代りに、識別は、電流定格又は電圧定格のような補助電源
の動作特性を識別することを含み得る。例えば、識別アセンブリ４２５は、５０ａｍｐ／
ｈｒの補助電源又は１００ａｍｐ／ｈｒの補助電源が取り付けられたかどうかを識別し得
る。識別アセンブリ４２５は、補助電源の特定のタイプ又は特性を検出するように構成さ
れるセンサ４３０を含み得るか、又は補助電源４０５から識別情報を受け取り、それを制
御装置Ｃに伝達する感知リード線４３５であり得る。識別センサ４３０は、補助電源４０
５に電気的につながることによって電源４０５に関する情報を検出する電気部品を含み得
る。その代りに、機械的センサが、特定の電源４０５を識別する物理的特性を検出するた
めに使用され得る。例えば、バッテリを再検討する中で、商業上利用可能な鉛蓄電池、ニ
ッケルカドミウム（NiCd）電池、ニッケル水素（NiMH）電池、リチウムイオン（Li-ion）
又はリチウムイオンポリマ（Li-ion　polymer）電池は、明白なプロファイルを有してい
る。そのため、識別センサ４３０は、第１のタイプのバッテリを受容するように寸法決定
されるか、又は輪郭が形成される、ブラケット、ベイ（bay）、又は他の第１の受容器４
４１と、第２のタイプのバッテリを受容するように寸法決定されるか、又は輪郭が形成さ
れる第２の受容器４４２とを含むことができ、ここで、第１のバッテリ及び第２のバッテ
リは相互に異なる。それらのバッテリは、使用されるバッテリのタイプにおいて相互に異
なり得るか、又は、それらは同じタイプのバッテリであるが、しかし、異なるエネルギー
容量、貯蔵容量、若しくは他の動作特性を有するかもしれない。
【００２８】
　電源１００は、中間に存在して様々なタイプの補助電源を受容するように構成されるモ
ジュラコネクタ４５０を含む。モジュラコネクタ４５０は、一般に参照符号４５５で示さ
れる共通のコネクタを通して、補助電源を制御装置Ｃに電気的に接続する。さらに、モジ
ュラコネクタは、識別アセンブリ４２５を含み得る。図４において示される実例において
、モジュラコネクタ４５０は、２つの異なるタイプのバッテリを受容する。特に、モジュ
ラコネクタ４５０は、ニッケルカドミウム（NiCd）バッテリを受容する第１の受容器４４
１、及びリチウムイオン（Lithium-ion）バッテリを受容する第２の受容器４４２を含む
。図示されるように、第１の受容器４４１は、第１の長さＬ１、及び第１の幅Ｗ１を有す
る矩形の受容器である。第２の受容器４４２は、第２の長さＬ２、及び第２の幅Ｗ２を有
している。両方の受容器は、矩形の輪郭を有するように示されるが、しかし、他の輪郭（
４４３、４４４）が、第１のバッテリ及び第２のバッテリのプロファイルに応じて使用さ
れ得る。示された実例において、それらの輪郭は、商業上利用可能なニッケルカドミウム
（NiCd）バッテリ、及びリチウムイオン（Lithium-ion）バッテリに基づいている。ニッ
ケルカドミウム（NiCd）バッテリは、リチウムイオン（Lithium-ion）バッテリより、よ
り大きい幅を含むより大きなプロファイルを有している。そのため、第１の受容器４４１
は、ニッケルカドミウム（NiCd）バッテリの幅を受容するように寸法決定され、そしてニ
ッケルカドミウム（NiCd）バッテリの長さに順応するように第１の長さＬ１によって相互
に間隔を開けられる第１の端壁４４５を含む。第２の受容器４４２の第２の端壁４４６は
、リチウムイオン（Lithium-ion）バッテリの比較的狭いプロファイルに順応するように
寸法決定される。第１の受容器及び第２の受容器がお互いに別々に形成され得るというこ
とが理解されるであろう。示された実例において、それらの受容器は、筐体の内の共通の
場所に形成されるとともに、オーバラップしている空間４４８を共有する。第１の受容器
及び第２の受容器は、このオーバラップを考慮し、そしてユーザが使用されるバッテリの
タイプを区別するのを助けるように、異なる方向に方向付けられる。示された実例では、
第１の受容器４４１は、第２の受容器４４２に垂直である。
【００２９】
　本考案の別の態様によれば、補助電源識別アセンブリ４２５が提供される。識別アセン
ブリ４２５は、使用される補助電源４０５に特有のタイプ又は特性に関する識別情報を検
出／受信する識別センサ４３０を含む。図４で示される実例において、識別センサ４３０
は、各受容器と比類なく関連付けられた一組の圧力スイッチ４３１、４３２を含む。第１
の圧力スイッチ４３１は、オーバラップしている空間４４８の外側の位置における第１の
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受容器４４１の底部に配置される。第２の圧力スイッチ４３２は、オーバラップしている
空間４４８の外側の第２の受容器４４２の底部に配置される。このように、ニッケルカド
ミウム（NiCd）バッテリが第１の受容器４４１の中に置かれる場合に、バッテリは、ニッ
ケルカドミウム（NiCd）バッテリが使用されていることを示す信号を制御装置Ｃに送信す
る第１の圧力スイッチ４３１の上に載っている。同様に、リチウムイオン（Lithium-ion
）バッテリが第２の受容器４４２の中に置かれる場合に、バッテリは、リチウムイオン（
Lithium-ion）バッテリが使用されているという信号を制御装置Ｃに送信するように、第
２の圧力スイッチ４３２を活性化する。他のセンサが、受容器の固有の輪郭に頼らずに、
受容器の中のバッテリのタイプを判定するために使用され得る。
【００３０】
　本考案の別の態様によれば、モジュラコネクタ４５０は、バッテリがどの受容器に配置
されるかに関係なく、バッテリにつながるために、電気的接続部の共通のセットを含む。
例えば、バッテリがそれらのそれぞれの受容器に配置される場合に、どちらのバッテリ上
の端子にも届く（reach：達する）ように、正（プラス）の接続部４６１及び負（マイナ
ス）の接続部４６２が、補助電源受容器の一端に提供され得る。例えば、バッテリ端子に
接触するか、又は付着するように移動するとともに、バッテリケーブル又は回転コネクタ
（図示される）を含むがそれに限定されない、接続部が使用され得る。他の方向がバッテ
リ上の端子の構成に順応するために必要とされるかもしれないので、図示されたコネクタ
の方向は限定的ではない。
【００３１】
　補助電源４０５の識別に基づいて、制御装置Ｃは、システムの少なくとも１つの性能特
性を最大限にするために、電源１００の動作特性を変更し得る。例えば、異なるタイプの
バッテリは、異なる動作温度範囲内で、最高のエネルギー容量又は最高のエネルギー貯蔵
容量を提供し得る。例えば、ニッケルカドミウム（NiCd）バッテリ又はニッケル水素（Ni
MH）バッテリは、かなり広い動作温度範囲（－４０℃から１００℃）を、範囲を横断する
比較的安定した放電率とともに有し、一方、リチウムイオン（Lithium-ion）バッテリは
、かなり広い動作温度範囲（－２０℃から１４０℃）を有しているが、しかし、より高い
温度で最高の放電容量を提供する傾向がある。耐用年数に関しては、大部分のバッテリは
、２０℃又はわずかに下の温度で使用されるならば、最高の耐用年数を達成する。高い周
囲温度で繰り返し使用された場合、ニッケル系のバッテリは急速に劣化する。そのため、
使用されるバッテリの化学的性質に基づいて、制御装置Ｃは、エンジン駆動されたコンポ
ーネント４７０の性能を変更し得るか、又はバッテリを所望の性能特性のための最適温度
に維持するように試みるように、バッテリが配置される空間４７５を調整し得る。例えば
、もし大きい度合いの放電容量が短時間の間必要とされるならば、制御装置Ｃは、システ
ムに接続されたバッテリの放電容量に基づいて温度を最適化するために、筐体内の温度を
高め得る。もし寿命がより重要な懸案事項であるならば、制御装置は、理想的な２０℃の
動作温度を維持しようと試み得る。その代りに、制御装置は、バッテリ情報及び周囲温度
情報に基づいて、バッテリの放電容量を判定し得るとともに、バッテリの予測される放電
容量に基づいて、エンジンコンポーネントから獲得されるエネルギーのバランスを変更し
得る。例えば、もし温度がバッテリコンポーネントに理想的であるならば、エンジン駆動
されたコンポーネントからの出力が減らされるか、又は過剰エネルギーがバッテリを充電
するために流用され得る。対照的に、もし温度がより低い放電容量が提供されるであろう
範囲にあるならば、エンジン駆動されたコンポーネントは、追加の電力を生成し、そして
バッテリコンポーネントからのあらゆる不足を補うために、より高い速度で運転され得る
。同じ変更が他のタイプの補助電源に行われ得るとともに、したがって、バッテリコンポ
ーネントに関する議論は限定的ではない。
【００３２】
　温度フィードバックを獲得するために、１つ又は複数の温度センサ４８０が使用され得
る。示された実例では、第１の温度センサ４８１が、補助電源コンポーネント４００の近
くの温度を監視し、第２の温度センサ４８２が、エンジンコンポーネント４７０の近くの
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温度を監視する。
【００３３】
　本考案の別の態様によれば、電源１００は拡張可能である。図５から図７において示さ
れるように、拡張可能な電源１００の一実施例は、エンジン駆動されたコンポーネントと
、エンジン駆動されたコンポーネントに接続された１つ又は複数の補助電源コンポーネン
トとを含む。電源は、エンジン駆動されたコンポーネントとあらゆる補助電源コンポーネ
ントの共通制御機構を提供する制御装置を含む。このように追加の補助電源コンポーネン
トは、電源により供給されるエネルギーの量を増減するように、電源に接続され得る。例
えば、エンジン駆動されたコンポーネント３００、及び第１の補助電源コンポーネント４
００を有する電源は、第１の出力を提供し得る。電力出力を増やすように、第２の補助電
源が、第１の出力より大きい第２の出力を提供するために、電源に接続され得る。
【００３４】
　本考案の一実施例によれば、電源１００は、１つ又は複数の補助電源４０５を制御装置
Ｃに交換可能な方法で接続するように構成されるモジュラコネクタ５００を含む筐体Ｈを
含む。モジュラコネクタ５００は、外部電源に接続するために使用され得るか、又は、図
示されるように、補助電源コンポーネント４００がユニットとしてエンジン駆動されたコ
ンポーネントと一緒に移動され得るように、筐体Ｈ内に、又は筐体Ｈ上に補助電源コンポ
ーネント４００を接続し得る。補助電源コンポーネント４００は、バッテリ、キャパシタ
、燃料電池などのような、１つ又は複数の補助電源４０５を含み得る。示された実例では
、補助電源４０５はバッテリを含む。バッテリは、鉛蓄電池（lead　acid）、ニッケルカ
ドミウム電池（NiCd）、ニッケル水素電池（NiMH）、リチウムイオン電池（Li-ion）、又
はリチウムイオンポリマ電池（Li-ion　polymer）を含むがそれに限定されない、あらゆ
る商業上利用可能なバッテリ又は特別注文のバッテリを含み得る。図５、図６において示
されるように、補助電源コンポーネント４００は、筐体Ｈに取り付けられ得るあらゆる数
の補助電源４０５（補助電源１、２、・・・Ｎ）を含み得る。
【００３５】
　各補助電源４０５は、筐体に補助電源を取り付けることを可能にする第１のコネクタ５
１１、及び次の補助電源に対して付着点を提供する第２のコネクタ５１２を含み得る。図
示されるように、本考案の一実施例によれば、第１の補助電源は、筐体Ｈ内に提供される
か、又は筐体Ｈに取り付けられる。第１の補助電源を筐体Ｈに取り付けるために使用され
る第１のコネクタ５１１は、筐体Ｈの一部分の上に横たわるタブ５１３を含み得るととも
に、ファスナＦによって筐体Ｈに取り付けられる。ファスナＦは、例えばボルト、ネジ、
ツメ（detent：戻り止め）など、接着剤、溶接、又は特別注文のファスナのような機械的
ファスナを含み得るが、しかし機械的ファスナには限定されない。コネクタ５１０は、コ
ンポーネントの間の適合を向上させるために、タブの一部分を少なくとも受容する、例え
ば凹部（recess）、切り込み（notch）、開口部（opening）のような、筐体又は隣接の補
助電源上の受容器５１５を含み得る。検討されたように、複数の補助電源４０５が、所望
の電力出力又は他の特性を獲得するために制御装置Ｃに接続され得る。モジュラコネクタ
５００は、補助電源４０５の置き換え、又は追加の電源４０５の取り付けを容易にするた
めに、補助電源コンポーネント４００上で提供される。モジュラコネクタ５００は、補助
電源４０５を制御装置Ｃに電気的に接続するために、電気的接続部を含む。これらの接続
部は、機械的コネクタの一部分として提供され得るか、又は、図示されるように、個別の
電気的接続部が提供され得る。示された実例では、モジュラコネクタ５００は、電力接続
部５２０、及び感知接続部５３０を含み、電力接続部５２０は、補助電源４０５へ／補助
電源４０５から電力を伝送し、感知接続部５３０は、補助電源４０５から識別情報を受け
取り、制御信号を補助電源４０５へ伝達するために使用され得る。図６において最もよく
示されるように、電力接続部５２０、及び感知接続部５３０は、接続を形成するように相
互に適合する、文字Ａ及び文字Ｂによって示されたオス形状とメス形状の２つの片側コネ
クタを含み得る。例えば、電力接続部５２０の第１の片側コネクタ５２０Ａは、電力接続
部５２０のオス形状の第２の片側コネクタ５２０Ｂを受容する、メス形状の受容器を含み
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得る。片側コネクタのそれぞれは、電気的接続を提供する導電体を有する。同様に、感知
接続部５３０の第１の片側コネクタ５３０Ａは、メス形状の受容器であり得るとともに、
感知接続部５３０の第２の片側コネクタ５３０Ｂは、連結された場合に感知結合（sense
　connection）を提供するオス形状のコネクタであり得る。オス形状の片側コネクタ及び
メス形状の片側コネクタが逆転され得るか、又は、別の適当なタイプの接続が利用され得
る、ということが理解されるであろう。示された接続は、隣接のコンポーネントとの間の
電気的接続と同様に、物理的接続を提供する。個別の機械的接続部が利用され得るととも
に、それらの片側コネクタが電気的接続を提供することに限定される、ということが理解
されるであろう。単純化のために、それらの片側コネクタが参照符号により示され、そし
て片側コネクタに対する電気配線は、図面の右側の分離した電源４０５において示される
。同じ接続／配線が、各補助電源４０５又はコンポーネント４００に関して、それらを交
換可能な状態にするために使用されるであろう。示された実例において、正の端子接続部
及び負の端子接続部は、電力接続部５２０に経路指定（route：接続）されており、一方
、センサワイヤは、感知接続部５３０に経路指定（route：接続）されている。
【００３６】
　任意に、一般に参照符号６１０で示される流体接続が、熱伝達流体が補助電源を通して
循環されることを可能にするために、筐体Ｈと補助電源４０５との間に提供され得る。図
６及び図７において最もよく示されるように、流体接続６１０は、カフ（cuff：そで口）
又はカラー（collar：襟）を含み、筐体に形成された開口部に適合するとともに、補助電
源に形成された対応する開口部に及ぶ、あらゆるタイプの導管であり得る。その代りに、
流体接続は、隣接の電源における対応する開口部と整列するか、又は、隣接の電源が存在
しない場合に通気孔（vent）としての機能を果たす、電源筐体（図７）における開口部を
単に含み得る。
【００３７】
　補助電源筐体ＡＨは、追加の補助電源と流体接続するための第２の開口部を有し得る。
熱伝達流体６１５は、単に、加熱目的又は冷却目的のために周囲空気を引き込む通気孔、
又はエンジンコンポーネント４７０から加熱された空気を引き込む導管であり得る、熱伝
達源６２０によって供給される。いくつかの場合において、エンジンコンポーネント４７
０は、ファン４７１、及び／又は熱伝達流体源としての機能を果たすことができるラジエ
ータを含み得る。ラジエータは、ラジエータを通る空気、冷却剤、水、又は他の流体を含
むがそれに限定されない熱伝達流体を循環させるための、エンジンコンポーネントから離
れて駆動されるポンプを含み得る。制御装置Ｃは、筐体内の所望の温度、又はそうでなけ
れば補助電源の周囲の所望の温度を維持するように、熱伝達流体の循環を制御するために
ファン及びポンプに接続し得る。
【００３８】
　その代りに、個別の熱伝達流体源が提供され得る。例えば、クーリングファン６２５が
、補助電源を所望の温度範囲に維持するために、制御装置Ｃにより選択的に操作され得る
。制御装置は、筐体若しくは電源の中からの周囲温度フィードバック若しくはセンサフィ
ードバックに基づいて、又は、周囲温度に基づいて、ファン６２５を操作し得る。センサ
フィードバックは、識別の電気的接続部（感知接続部５３０）、又はモジュラコネクタ５
００の一部分として提供され得る個別の温度センサ接続部に沿って伝達され得る。更なる
代替として、各補助電源は、その動作温度を制御するために、それ自身のファン又は他の
熱伝達源を含み得る。これらの熱伝達源は、オンボード温度制御器に対する温度フィード
バックに基づいて、独立して機能するか、又は、制御装置Ｃが各補助電源内の所望の温度
を維持することを可能にするために、適切な有線／無線接続を通して電力制御装置Ｃに接
続され得る。
【００３９】
　図６において示される実例では、空気の形式の熱伝達流体は、吸気口を通して大気と連
通しているファン６２５により提供される。ファン６２５からの空気は、筐体Ｈにおける
導管６３５を通して補助電源４０５に対してポンプで送り込まれる。流体接続６１０は、
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隣接の電源４０５を流体接続するために提供されるとともに、電源４０５によって生成さ
れた対流を利用するために、ちょうど電源４０５の上に配置される。連結した最後の電源
は、外側の空気に対して電源４０５を選択的に開くか、又は閉じるために、例えばフラッ
プ、スライディング又は回転密封装置、ルーバなどのバルブ６４５を任意に含み得る通気
孔６４０を含む。
【００４０】
　対象の技術革新が、特定の好ましい実施例又は複数の実施例に関して示されて説明され
たが、当業者には、この明細書及び添付の図面の読み取り及び理解に基づいて、同等の変
更及び修正が思い浮かぶことになる、ということは明らかである。特に、上記の説明され
た構成要素（例えば、筐体、面、コンポーネント、アセンブリなど）により実行される様
々な機能に関して、そのような構成要素を説明するために使用される用語（“手段”に対
する参照を含む）は、たとえそれがここで例示された代表的な技術革新の実施例又は複数
の実施例における機能を実行する開示された構造に構造上対応しないとしても、特に示さ
れない限り、説明された構成要素の指定された機能を実行するあらゆる構成要素（例えば
、それは機能的に同等である）に対応することを意図している。さらに、技術革新の特定
の特徴がいくつかの例示された実施例の１つ又は複数だけに関して上記で説明されたかも
しれない場合に、そのような特徴は、あらゆる所定の又は特定のアプリケーションのため
に要求されるとともに有利であり得るように、他の実施例の１つ又は複数の他の特徴と結
合され得る。特定の実施例が示されて説明されたが、当業者には、添付された請求項の範
囲に入る等価物及び修正物が、この明細書の読み取り及び理解に基づいて思い浮かぶこと
になる、ということが理解される。
【００４１】
　さらに、対象の技術革新の特定の特徴が、いくつかの実装例のうちの１つだけに関して
説明された一方、そのような特徴は、あらゆる所定の又は特定のアプリケーションのため
に要求されるとともに有利であり得るように、他の実装例の１つ又は複数の他の特徴と結
合され得る。さらに、用語“含む（include）”、“含んでいる（including）”、“有す
る（have）”、“包含する（contain）”、これらの変形、及び他の同様の言葉が、詳細
な説明又は請求項のいずれにおいても使用されるという点で、これらの用語は、あらゆる
追加の構成要素又は他の構成要素を排除しない、公然とした転換語として、用語“備えて
いる（comprising）”と類似した方法において、包括的であることを意図している。
【符号の説明】
【００４２】
　１００　　電源（発電機）
　１０２　　出力巻線
　１０４　　出力巻線
　１０６　　出力巻線
　１１０　　整流器ブリッジ
　１１２ａ　　ゲートリード線
　１１４ａ　　ゲートリード線
　１１６ａ　　ゲートリード線
　１２０　　バッテリ充電レギュレータ
　１２２　　配線
　１２４　　配線
　１３０　　バッテリ電流フィードバックセンサ
　１３２　　配線
　１３４　　配線
　１４０　　バッテリ
　１５０　　チョッパ
　１５２　　標準キャパシタ
　１５４　　ダイオード
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　１５６　　スイッチ
　１６０　　溶接出力制御部
　１６２　　配線
　１７０　　電流センサ
　１７２　　配線
　１７４　　配線
　１８０　　配線
　１８２　　配線
　１９０　　チョーク
　２００　　エンジン
　２０２　　駆動軸
　２１０　　発電機
　２２０　　整流器充電レギュレータ
　２３０　　バッテリシステム
　２３２　　フィードバック信号
　２４０　　チョッパモジュール溶接出力部
　２５０　　溶接制御部
　２５２　　信号
　２５４　　配線
　２６０　　補助電力出力／フィルタチョーク
　２７０　　エンジン制御システム
　２７２　　配線
　２８０　　開回路検出器
　２９０　　溶接出力
　３００　　非バッテリ電源（エンジン駆動されたコンポーネント）
　３１０　　エネルギーストレージ
　３２０　　電力変換回路
　３３０　　電力変換回路
　３４０　　補助インバータ
　３５０　　インバータチョッパ回路
　３６０　　補助電気出力
　３７０　　溶接機出力
　３８０　　制御システム
　３８２　　配線
　３９０　　開回路検出器
　４００　　第１の補助電源コンポーネント
　４０５　　補助電源
　４２５　　識別アセンブリ
　４３０　　識別センサ
　４３１　　第１の圧力スイッチ
　４３２　　第２の圧力スイッチ
　４３５　　感知リード線
　４４１　　第１の受容器
　４４２　　第２の受容器
　４４３　　輪郭
　４４４　　輪郭
　４４５　　第１の端壁
　４４６　　第２の端壁
　４４８　　空間
　４５０　　モジュラコネクタ
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　４５５　　共通のコネクタ
　４６１　　接続部
　４６２　　接続部
　４７０　　エンジンコンポーネント
　４７１　　ファン
　４７５　　空間
　４８０　　温度センサ
　４８１　　第１の温度センサ
　４８２　　第２の温度センサ
　５００　　モジュラコネクタ
　５１０　　コネクタ
　５１１　　第１のコネクタ
　５１２　　第２のコネクタ
　５１３　　タブ
　５１５　　受容器
　５２０　　電力接続部
　５２０Ａ　　第１の片側コネクタ
　５２０Ｂ　　第２の片側コネクタ
　５３０　　感知接続部
　５３０Ａ　　第１の片側コネクタ
　５３０Ｂ　　第２の片側コネクタ
　６１０　　流体接続
　６１５　　熱伝達流体
　６２０　　熱伝達源
　６２５　　クーリングファン
　６３５　　導管
　６４０　　通気孔
　６４５　　バルブ
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